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この二,三 年とい うところではないだろうか。それ までは講読一本で,い
わゆる精読相当のことが教室の主流を占めていた。














日本 の学生が アメ リカの大学へ 入 ると,聞 くこ とと,速 く読 む ことにつ
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の能力はつ くという楽観的な立場が見られた.一 方,そ の裏には,単 語の
一つ一つが抑え切れないで速読云々とい うことは,外 国人学生の能力を越
えた ものだとい う悲観的な観点も加わ り,速読は日本語教育の中で取上げ
に くいもの と考えられて来たのである。だが,日 本語教育の中で行われて
いる精読は,現 実の学部等の授業の中で要求されている読みとの間には懸
隔があ りすぎる。 日本語教育の授業をもっと現実的なものとして行 くため
には,速 読が授業の中に組み入れられ,精 読 とは異なる速読の方法が講ぜ
られねばならないのである。
それでは,一般的に言 って速読の目的は何だろうか。情報の正確な獲得
である。 どんな本で も終 りまで通読しなければ,そ の本から正確な情報は
得 られない。更にまた,そ の情報範囲を最大限に広げることでもある。参
考文献は一冊より二冊三冊 と,よ り多 く読んだ方がより正確な情報が得ら











る。.「コソア ド」があれば,そ のrコ ソア」 は何を指しているか考える。






・マの授業で一年間平均20回とすると(ただし,テス ト時問 としてニ コマ
の授業時間をあてるので差 引く)進める範囲は40ペー ジである。平均200
ベージを越える新書版を読む とすると,その%程度を読む ことになる。





華本は単語である。単語を基本に文を組み立てて行 くとい うのが,文 型練
習の語学観である。この初級での文型練習の考え方は,中級 。上級の精読







① 「自分のことを実倒としてあげれば,墓 墾 は日本語の勉強に適し
ているといえる。」(私の外国語,159ぺ一ジ,中公新書)
② 「廼 少数の通訳は日本語を勉強すればす るほど興味が高まり,
敵国である日本に対してますます愛情を感 じるようになった。」(同上
書161ページ)
教室での実例だが,学 生は①をr頭 のか っこう」 と解釈 し,②をr私(を)














いま仮に4ペ ー身程度の随想文を読む とす ると,先ず黙読(指 名読みを










によって全体から部分,部 分から全体へを くりかえして,そ の読みの度合
を深めて行 くところにある。それは,文章を一つの物体と考え,そ れを観
察しようとする読み方である。
これに対し,日本語教育での読み方は,文 章の中に入 りこんで,単 語を
一つ一つた どりながら読んで行かざるをえない。国語教育と日本語教育と
の読みの根本的な違いは,単 語に対する認識の違いから出て くる。外国人






きるという ことを意味する。いいかえれば,読 む時には,単 語を一つ一つ




































ぺてを許容する。一年の終 りになって,ク リスマスでキリス トに敬意を
表 し。大みそかの除夜の鐘でお シャカさまと握手し,元 日には古来の神





命す る」 ことであ ることを確認させる.それではそれは何に対してか?→.
クリスマスを祝い,大 みそかに除夜の鐘をぎき,元 日に神 さまを祝 うこと
だと答える。 ここで大 まかな骨組みは把握でぎたので残 りの文を検討す る。
「そのうえ…」以下の文はどうか?→ 日本では年末年始にかけて長期に休
みにな り,またボーナスが出るととだ と答える。ここで 「企業と宗教が連
合戦線をは る。」 ことの意味 もわかって来る。 それでは 「いや,公 平です
べてを許容する。」の文は,他 の文とどうい う関係にあ るか?→ 主要文を
言いカ・えたものだとい うことになる。
大体こんな経過で段落 ごとに読み進むのである。主要文を決める段階で
何人かに指名す るのだが,そ の際なぜそう思 うか理由を言わせる。ここで
答えが互いに異なる場合,学 生同志の論争になって大変にぎやかである。
二年学生の場合,こ ういう時,.自信をもって皆んな発言するが,頼 もしい
限 りである(この点一年度学生の場合かな り劣 る)。しか も互いの発言内








がわか らない場 合は,最 低限,辞 書をひ くが,で きるだけそれ をやめて,
文脈の中で知 らない単語 り意味を予測 して行 くのが,こ の読 み方の重要 な
点であ る。
語句にあ ま りこだわ らない,内 容 中心 の読 み方 の,も う一 つの気づ いた
点は,批 判的な読 み方がで きる点である。
例えば
「そ とで,一 つ の提 案だが,日 本が リーダーシップを と って,正 月行事
の世界化を呼びかけ た らどうだろ う。 正月行事用の品 々のほか に,晴 着
のキモ ノや,い わ く因縁,故 事来歴をつけた オモチ ャ類 な どの消費文化
をそ えて。 キ ャ ッチ フレーズは一 正月だ,祝 お う一。 つ ま り正月の輸出
で あるpこ れ は未開拓 の世界 市場 ではないか。パ リ,ロ ソ ドソ,ニ ュー
ヨーク,.北京や モス ク ワで も 『シンネ ンオ メデ トウ,ア ラ,ア ナ タノハ
レギ,キ レイネ』 な んてい う図は愉快ではないか 。」(同書「正月」13ページ)
の ところが 出て来 ると,あ る学 生はr軍 国主義が形 を変 えた経済 侵略 の精
神 ではないか」 とい う。 ずいぶ ん図 式的な短絡的な批判 だ と思 うのだが,
この文章 のす ぐ次 にr本 音は輸 出産業 として も…」 と続 くのを見 ると,こ
の執筆者 自身,輸 出産 業は 日本 の経済の基本 と当然視 してい るよ うで,日
本 の中で は多 分 この執筆 者は進歩的文化入 と考え られ てい るのだろ うが,
外国人か ら見 ると,日 本の右翼 も左翼 も似た よ うな色に しか見 えないのだ
なあ と,そ の学生 と話 しを進 めて行 くうちに感 じるのであ る。 この ような
種類 の批判が極 く自然 に出て来 るところに,こ の読み方 の特 色が あるので
あ る。
この読み方をす ると一 コマ3ぺ 一ジ ぐらい進 め られ る。だ か ら精読 の量
の二倍程度で ある。
〔2〕国際部J6Bク ラス(1976.4&)6名(ア メ リカ)
学 生六人 の うち二人 は 日系 で小学校以来 日本 語をや ってい るもの,一 人












そ うよくわか らない。やは り漢字がネックになっているようだ。90分で
やっと六人一回 りする。




①3回 目か らは要約をやめて,事件報告などの記事は,いつ,だ れが,ど
こで,何 を,な ぜ,ど うやって,どんなふ うに,と いう質間形式で,ま
た論説型の記事は主要文を見つけ,それが他の文とどのようにかかわ っ








































































くのが普通である。 しか し,それはともか くとして上述のような授業形式
をとったのは,頭初 このテキス トを一年間で読み終えようとい う目標があ






比べ て間接的に行われ るとい うことである。更に このような授業形式の場
合・聴 く書 くことが中心で,読 む ことが附随的に行われ,話す ことは全 く
ないのが特徴である。 この点,精 読の場合,読 む聞 くが中心で,話 すが多
少弱 まって行われる。速読の場合1こは・話すが精読に比べて活発に行われ,
読む聞 くは普通である。 このような中で,上 述の聴解の授業形式での読解
を考 えてみると,必ず しも無視でぎない ものがある。特にこの場合の利点
は読書量が多 くなるということである。上記のテキス ト216ページの うち
「H,米の100年」の部分は五月の連休を利用して,そ の要約を宿題にし




おわ りに,こ こで主張 したいのは,適正な方法で,で きるだけ多量の文
章を読 ませ ることが、学生の読解力養成に効果的だということである。読
書量を授業形態の重要な要素 として考えて行 く必 要 が あると思 うのであ
る。
語研の1976年度の上級の授業は,精読 ・速読だけのようだが,速 読の中
に上記のような聴解授業をはさんで行 くことを,そ の速読効果を高める方
法として考えてもいいのではないだろうか。
注1解 釈と鑑賞別冊r読 む技法」213ぺ一ジ。
2同 教科書には次のようなものが載っている。
随想 桜 と筍一団伊玖磨
知魚楽一湯川秀樹
評論 生態系 と文明と一吉良竜夫
読者の世界一外山滋比古
理性の窓をあけよう一澤潟久敬
パラソルをさす女一高階秀繭
美の終末一水屋比呂志
漫罵一北村透谷
(国際部非常勤講師)
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